
波
洗
う
高
浜
と
古
代
の
ハ
イ
テ
ク

　

今
か
ら
２
万
年
前
、
地
球
は
最
後

の
氷
河
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ

の
と
き
海
面
は
約
１
５
０
ｍ
も
低
下

し
、
現
在
豊
か
な
漁
場
を
作
っ
て
い

る
大
陸
棚
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
海

底
地
形
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
恋
瀬
川

や
桜
川
は
低
い
海
面
め
ざ
し
て
深
い

谷
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
土
浦
入

り
を
流
れ
て
い
た
鬼
怒
川
は
、
こ
の

こ
ろ
現
在
の
鬼
怒
川
筋
に
流
れ
を
変

え
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
に
な
る
と
次
第
に
温
暖

な
気
候
と
な
り
、
海
面
が
上
昇
し
て

き
ま
し
た
。
谷
に
は
奥
ま
で
海
が
入

り
込
み
ま
す
。
６
５
０
０
年
前
に
最

も
広
が
っ
た
縄
文
の
海
で
は
、
縄
文

の
人
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
伝
え

る
貝
塚
が
沿
岸
の
各
地
に
作
ら
れ
ま

し
た
。
市
内
で
も
井
関
、
東
田
中
、

染
谷
に
貝
塚
が
残
っ
て
い
ま
す
。
大

量
の
土
砂
を
も
た
ら
す
鬼
怒
川
の
川

筋
か
ら
外
れ
た
た
め
、
入
江
は
海
面

と
し
て
残
り
続
け
ま
す
。

　

縄
文
の
海
は
奈
良
・
平
安
時
代
に

な
っ
て
も
あ
り
ま
し
た
。
奈
良
時
代
初

め
に
記
さ
れ
た
「
常
陸
国
風
土
記
」
に

は
流う

み海
と
し
て
記
録
さ
れ
、
高
浜
の
海

は
四
季
折
々
風
光
明
媚
で
人
々
が
集

い
楽
し
み
、
夏
に
は
浜
で
涼
む
様
子
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
府
に
も
近
く
、

名
所
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
縄
文
の
海
」
を
埋
め
て
発
達
し

た
低
地
に
は
今
で
は
美
田
が
拓
か
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
深
い
谷
地
形

を
埋
め
た
軟
弱
な
地
層
は
不
安
定
な

地
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
海
の

波
が
台
地
を
削
っ
た
急
な
崖
に
も
災

害
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
、
国
府
の
置
か
れ
た

石
岡
に
は
、
役
所
や
寺
、
国
府
直
営

の
工
房
（
鹿
の
子
遺
跡
）
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
必
要
と
さ
れ

る
瓦
や
鉄
の
生
産
は
朝
鮮
半
島
か
ら

伝
え
ら
れ
た
当
時
最
新
の
高
度
な
技

術
で
し
た
。瓦
谷
の
瓦
塚
窯
跡
で
は
、

大
規
模
な
瓦
窯
の
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
瓦
を
作
る
た
め
に
は
、
技

術
だ
け
で
な
く
原
料
の
粘
土
は
も
ち

ろ
ん
、
窯
を
築
く
土
と
、
適
し
た
斜

面
、
風
の
通
る
地
形
や
大
量
の
薪
を

供
給
す
る
森
が
必
要
で
す
。
ま
さ
に

「
地
の
利
」
を
上
手
に
使
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
頃
、
市
内
で
は
硬
く
焼
き

締
め
た
器
（
須
恵
器
）
や
鉄
作
り
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
粘
土
や
砂

鉄
と
い
う
地
層
の
恵
み
と
森
の
恵
み

で
す
。

　

次
回
は
地
球
の
今
と
未
来
を
訪
ね

ま
す
。

筑
波
山
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　
　～
い
し
お
か
の
大
地
の
物
語
～ 

⑥

矢野徳也
（自然公園指導員）

自然環境の調査や、学校
などでの環境教育を精力
的に活動している。

▲山王川沿いの水田の下の地層から
見つかった貝化石。上からマガキ、ヘ
ナタリ、ハイガイ。泥干潟の環境が推
定され、ハイガイは温暖な海を好む。

▲瓦塚窯跡（瓦谷地区・県指定史跡）
千年以上前の登り窯が内部もそのまま
に今でも残る。近年の発掘調査では確
認された窯が 34 基となり、全国最大
級と言われている。

 

貝
塚
を
テ
ー
マ
に
史
跡
探
訪

　
　

市
民
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集     

　

春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
ま
し

た
。
春
探
し
と
と
も
に
、
史
跡
探
訪

は
い
か
か
で
す
か
？

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
「
市
民

史
跡
め
ぐ
り
参
加
希
望
」
と
書
き
、

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号

⑤
希
望
人
数
（
１
枚
で
２
人
ま
で
）

⑥
希
望
す
る
乗
車
場
所
（
八
郷
総
合

支
所
ま
た
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
）
を
明

記
の
上
、
文
化
振
興
課
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
１
枚
で
２
人
分
を
申
し
込
む
場
合

は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
２
人
分
の
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
20
日
（
金
）
必
着

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
、

結
果
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課　

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
３
）

〒
３
１
５
・
０
１
９
５　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

日時　3 月８日（日）
　　　午前８時 40 分（八郷総合支所出発）
　　　　　９時 10 分（イベント広場出発）

コース　上高津貝塚ふるさと歴史の広場→
陸平貝塚公園（文化財センター）→予科練
平和記念館「雄翔館」
※歩きやすい服装でご参加ください。昼食
はご持参ください。コースは都合により変
更になる場合があります。

参加費無料！ 60 人限定！
※市内在住、在勤している人が対象です。

学　ぶ
歴史

広報いしおか２月１日号  №２２４　２０
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